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               会長挨拶                 中峰千世子 

【四国 88 か所お遍路の旅】 

4月に友達三人で四国 88か所を車で札所巡りを始めました。 

お遍路巡礼とは 1200年前弘法大師が 42歳の時に人々の災難を除くために開いた八十八の霊場であり、又弘法大

師亡き後弟子たちがその辺路を辿ったことが四国ハ十八か所お遍路の始まりだそうです。巡ることによって煩悩がなくなり願い

が叶うとされています。徳島、高知、愛媛、香川の順に(順不同でも OK だそうです) 1450km にわたる回遊型参拝ルート

は世界的にも珍しく、心願成就又自分自身と向き合う為に、近年はアウトドア感覚で四国の歴史を感じたり又はスタンプラ

リーのように軽い気持ちで巡ることに人気があるそうです。 

私たちは徳島の一番札所でお遍路セットを買いスタートしました。あいにく初戦から雨でいややなーと不信人なことを言い

ながら 11番までは距離も近く簡単にお参りができました。まず参拝は 8時から 5時までの間で、山門で一礼をし手を洗い

口を漱いで身を清めます。残りの水で柄杓を漱ぎます。本堂にて線香をあげろうそくをともします。それから鐘を突き、お賽銭

を上げ本来ならば続経します。あと本堂以外にも参拝をして納経所で御朱印をいただきます。 3月までは 300円でした

が、4月から 500円になっています。門を出るときにー礼して終わります。 

お遍路には外国人が多いのには驚きです。又、歩きお遍路されてる方もちらほら見かけました。納経所で外国人の方と初

老の方が話をしており耳を傾けると片言で中山道や熊野古道も行ってるという話をしておりました、日本の歴史的背景に魅

力を感じているのか、スピリチュアルなものを求めてるのかわかりませんが私達よりきちんと正装して巡ってました。 

   

  

 

 

本日のロータリーソング 

それでこそロータリー 

Today’ｓMeeting 

2024 年 7 月 16 日（火） 

ガバナー補佐訪問 

ガバナー補佐 菅根 清様 

 

 

 

 

クラブテーマ 

はまゆうロータリーライフで

楽しい地域奉仕を！ 

2024-25年度 RI会長 

ステファニー A. アーチック 

第 2640地区ガバナー 

野村壮吾 

2024-25Weekly Bulletin 

Next Week’ｓMeeting 

2024 年 7 月 30 日（火） 

ガバナー公式訪問 

ガバナー野村壮吾様 

Tanabe Hamayu Rotary Club 

出席報告   (第 1467回)          

会員数 出席免除 欠席者 出席率 

27名 2名 7名 72.00％ 

 

 

幹事報告

メイクアップ 

〇7/2 山本佳弘 髙松南 RC 

配布 

○週報 1467 

http://www.aikis.or.jp/~t-hamayu/
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例会変更 

○和歌山東 RC 7/25（木）→7/26（金）18：30～ 

ﾀﾞｲﾜﾛｲﾈｯﾄﾎﾃﾙ和歌山３F 

回覧 

○2022-2023年度国際ロータリー第 2640 地区 第 41回青少

年・RYLA研修セミナー報告書 

○一般財団法人 比国育英会バギオ基金 バギオだより 7月号 

○第 16 回日韓親善会議参加登録斡旋のお願い 

お知らせ 

○7/13（土）第 1回ガバナー補佐会議 和歌山市 

＊菅根清君 出席よろしくお願いします。 

 

委員長報告

◎米山記念奨学会委員会  委員長 中家正幸 

山本敦洋 準米山功労者寄付（10,000 円） 第 11回目 

※寄付のご協力ありがとうございました。 

 

◎雑誌・広報・会報委員会 委員長 赤堀哲也 

ロータリーの友 7月号の紹介 

 

◎前会長 山本敦洋 

～ひまわり寮からのお礼の手紙紹介～ 
拝啓 盛夏の候、ますますご盛栄のこととお慶び申し上げま

す。平素は子どもたちに思いを寄せていただき、厚くお礼を申し上
げます。 
この度は、子どもたちのために、焼肉をご馳走して戴き、子ども

たち並びに職員一同、心より感謝申し上げます。 
普段より外食することが少なく、このような機会をいただき、子ど

もたちもとても喜んでいました。子どもたちからも「美味しかった。」
や「また行きたい。」といった声が聞かれたり、その日のことを日記
に書いている子どももいたりと、とても充実した一日になりました。 
ありがとうございます。 
まずは書中をもってお礼申し上げます。    敬具 

令和 6 年 7 月 1日  
社会福祉法人和歌山県福祉事業団 ひまわり寮 

  

◎前出席・親睦・交流委員会 委員長 菊池正紀 

前年度 皆出席者の表彰 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新会員紹介 

 

プログラム  

委員会計画発表 

◇ＳＡＡ   裏橋眞琴 

SAA メンバーの方々のお力をお借り

し、例会の運営がスムーズに行える様

頑張ります。ご協力宜しくお願い致しま

す。 

 

 

 

◇会長エレクト クラブ奉仕Ａ部門委員会 山本康夫 

はまゆう RC として初の会長 2巡目と

いう時代がやって来ます。 

このことが何を意味するのか皆さんお考

え下さい。 

RI によりますと、現在の状況は会員の

退会を防ぎ、新規入会を進めることが

重要なことの 1 つと言われています。 

クラブを盛り上げ各委員会とひとつとなって充実した楽しい例

会になるよう、会長と協力して 1年間進めて行きたいと考え

ます。 

 

◇会員増強・選考委員会 委員長  菊池正紀 

会員数の減少はクラブ運営の活性化と

会員基盤の強化を図るためにも喫緊の

課題であり会員増強及び退会防止に

対して、各クラブの普段の努力が必要で

す。 

 ロータリーの活動を通じ、会員同士の

つながりを築き、地域社会の変わりゆくニーズに応えるために

は、多様なリーダーの存在が必要です。会員増強を図り、よ 

 

2023-2024年度皆出席者 11名 

◎ホームクラブ 100％出席者 2名・・・ 杉山竜二 山本佳弘 

◎皆出席者 9名・・・赤堀哲也 菊池正紀 中峰千世子  

大田忠博 菅根 清 辻 諦淳 山本敦洋 山本康夫  

矢田篤司 

梶山健次です。はまゆうロータリークラブの活性化に協力していき

たいと思います。前任の伊森君から引き継ぎもしています。 

しっかりロータリー活動に挑んでいきたいと思います。どうぞよろしく

お願い致します。 
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り魅力的なロータリーとするために、若年会員と女性会員の

増強を図ります。 

 

【具体的活動計画】 

・青年会議（JC）、商工会議所青年部（YEG）その他

の青年部団体等との交流を深め、若年層の会員の増強を

図る。    

・入会候補者向けのパンフレットを作成し、地元の各種行

事に持参し、多くの人に配布できる機会を作る。ロータリー

のプログラムや活動に参加することの意義についてお伝え 

するツールとする。  

・新入会員に対し、ロータリーでの第一歩を踏み出してもら

うために、様々な機会に新会員の参加を促し、入会後、

早い段階で新入会員向けのオリエンテーションを開催し、ロ 

ータリーの基礎知識を学んでいただく機会を設け、ロータリー

活動への理解を深め、参加してもらいやすい環境をつくる。

新入会員のアフターケアのため、メンターの配置、入会後の

フォローを行う。      

 

◇戦略計画室・ロータリー情報委員会 山本敦洋 

当はまゆうロータリークラブも３２年が経

ち、３３年目を発進致しました。 

今後もより良いクラブとあり続ける為に

は、中期計画（５年間を目途として） 

また、長期計画（１０年間を目途とし

て）を立てる必要があると言われておりま

す。 

  

私が考える所ですが、先５年までの会長を先行して決めて

おく必要があると思います。 

現在は、９月に選考委員会を立ち上げ、１０月に翌年

度の会長が決まる形式となっております。 

次年度会長が決まった時点で、その会長が理事・役員を

選考されます。 

  

５カ年計画を以て会長を決めておくメリットは、選考された

会長がその会長年度に備え、理事・役員の人員の選考を

先に行える事になります。 

すなわち、会員の皆さんがその選考された一員になるわけ

ですから、その年度に合わせ勉強・要望・計画が早い段階

で行えます。 

また、そういった訳で退会者の予防対策にも繋がって行くの

ではなかのうかと考えております。 

  

会員の増強、増強にて加入して頂ける新入会員の皆さん

に早い段階で勉強できるステージを用意してあげる事が 

今後のクラブ運営に繋がっていくものであると考えられます。 

この考えは、当クラブの定款・細則・運用内規を変更して頂

く提案になります。 

会長・幹事、理事・役員の皆様と今年度検討していきたい

と存じます。 

  

最後に皆様、どうぞ中峰会長を今年１年盛り上げて頂きま

す様宜しくお願い申し上げます。 

 

◇副会長 クラブ奉仕Ｂ部門委員会 大田忠博 

■会長の補佐役としてクラブ運営を円

滑に行う 

■クラブ管理運営委員会と連携し、よ

り良いクラブ作りを目指す 

■明るく楽しい例会が出来るように頑

張ります 

 

◇出席・親睦・交流委員会 委員長  杉山竜二 

近年、色々と活動も制限されていた新

型コロナウイルスも 5類に引き下げら

れ、さまざなな行事も出来るようになり

ました。皆さんが楽しく、また出席率 UP

につながるように活動・イベント等、魅

力ある例会になるよう貢献してまいりま

す。 

【出席】 

・SAA、プログラム委員会と連携して楽しく、意義のある例

会を行い、多くの出席をして頂けるよう努める。 

・食事の無駄を無くし、連絡・連携をとっていく。 

【親睦・交流】 

・歓迎会・忘年会・新年会の実施 

・高松南 RC との友好関係 

・近隣 3 クラブとの交流（太子・他クラブとの交流）  

・ゴルフ愛好会・茶道愛好会・野球愛好会・グルメの会等、

新しく楽しく活動していきたいと思います。 

 

◇雑誌・広報・会報委員会 委員長  赤堀哲也 

2024-2025年度の地区組織では、

公共イメージ委員会に属する当委員

会は、前年度に引き続きロータリアンの

3大義務を会員の皆様に理解してもら

うための活動を行っていきます。 

 

【雑誌】 

「ロータリーの友誌を購入して読む」ことは「ロータリアンの三

大義務」の大切な一項目になっています。「友」を全会員に

関心を持って読んでいただけるよう、月初めの例会に、「友」

の主な内容を紹介します。 
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【広報】 

ホームページを更新し、我がクラブの活動を紹介します。地

元メディアへの広報活動をします。 

【会報】 

事務局と連携し、当クラブの例会並びに諸活動の内容が

具体的に伝わり、記録として残せるよう、内容の充実に努

めます。 

 会長、幹事、役員を始め、会員の皆様のご意見をいただ

きながら進めてまいります。 

 

◇プログラム・唱歌委員会 委員長   寺本 匡 

１，ロータリークラブを正しく理解して

もらえるようなプログラムを心掛ける。 

２，各会員の職業やその内容など会

員同士の相互理解を深めることがで

きるプログラムを考える。 

３，出席率を高めることが出来るプロ

グラムにする。 

以上の３つを目標に魅力ある楽しい例会を計画できるよう

に努力していきたいと考えています。 

皆様のご指導とご協力のほどよろしくお願い致します。 

 

◇奉仕プロジェクト委員会 委員長 谷本貴将 

社会奉仕活動において既存の活動 

・献血活動 

・闘鶏神社清掃 

・田辺湾クリーン作戦参加 

・児童福祉施設に対しての援助活動 等を実施いたしま

す。 

また今年度は NPO 法人ハートツリー様と共に不登校やひ

きこもりの方々への支援も計画しております。 

地域におけるロータリーの知名度も上げられるよう努めたい

と思います。 

 

◇環境保全委員会 委員長   髙原 歩 

闘鶏神社の清掃 

田辺湾クリーン作戦に参加 

 

 

 

 

◇国際プロジェクト委員会 委員長  植野彰子 

昨今、世界の国々で戦争や自然災害等が起こっている

中、当クラブとして国際貢献できるかを考え、国際理解・親

善・平和を推進するための取り組みをしていきたい。 

また、ロータリー財団・米山記念奨学会や新世代（青少 

年）とも協議しながら委員会活動に努めます。 

 

◇ロータリー財団委員会・米山記念奨学委員会  

委員長 中家正幸 

【ロータリー財団】 

地区の目標は 

■年次基金寄付「０」クラブの解消 

■ポリオ根絶の協力 

■恒久基金/大口寄付の推進  

■ロータリーカードの普及、推進 

≪ロータリー財団への寄付目標≫ 

■年次基金寄付：1人当たり 180㌦以上 

■ポリオプラス寄付：1人当たり 30 ドル以上 

■ポリオプラスソサエティ：1人当たり 100㌦（上記 30

㌦含む） 

【米山記念奨学会】 

地区の目標は 

○普通寄付 1人当たり 6,000円、特別寄付 1人当たり

10,000円の達成 

○寄付 0円クラブをなくすための活動 

皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 

◇新世代（青少年）委員会 委員長  片山祐弥    

次世代のリーダー育成が大変重要である。 

そのためにロータリークラブ及びロータリアンにおいては、次世

代のリーダーを担う青少年に対し、教育の機会を広げ、リー

ダーシップのスキルを身に付け、奉仕の価値観を学べるよう

にする。 

 また、「ロータリーのマジック」を青少年と共にしっかり形成し

ていくことを念頭に、野村ガバナーの方針である「四つのテス

ト」を確認し、地区の動向に従い、活動を行っていきたい。 

 

ニコニコ箱  

中峰千世子 毎日暑い日が続きますが、体調を崩されません

ようにご自愛下さいネ！ 

坂本恵子  委員会計画発表がんばって下さい。 

矢田篤司  う～ん暑い！来年からこれ以上暑なったらどうす

んねや。 

山本康夫  暑さとの戦いですねえ。この時期は頑張り過ぎな

いようにしましょうね。涼しい所を探して生活しましょう。 

山﨑貴宏 菅根 清 寺本 匡 中家正幸 大田忠博 

梶山健次 杉山竜二 赤堀哲也 菊池正紀 裏橋眞琴 

山本敦洋  今週 7月 13日（土）6：30PM よ

りスポーツパークにて田辺さんと練習試合ありま

す。皆さんお時間あれば応援よろしくお願い申し上げ

ます。 

片山祐弥  法事のため早退させていただきます。 

 


